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原子力災害伝承館での研修を終えて

家族に美味しい味噌を

新年を祝う参拝者たち

「ロイヤルサロン小木津山」での活動の様子

子どもの声も賑やかに

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
取
り
付
け
工
事
に
伴

い
、
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

活
動
し
て
い
る
福
祉
事
業
は
、

１
月
～
３
月
ま
で
会
場
変
更
な

ど
の
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」

第
２
・
第
４
水
曜
日
、
10
時
～

宿
東
集
会
所

「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」

第
２
・
第
４
火
曜
日
、
13
時
～

宿
東
集
会
所

「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

中
止
。
子
育
て
に
つ
い
て
の
不

安
や
相
談
な
ど
、
日
立
市
の
担

当
課
へ
つ
な
ぐ
役
割
は
引
き
続

き
担
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
日
高
交
流
セ
ン

タ
ー
内
社
会
福
祉
委
員
会
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澳
津
説
神
社

　
去
る
12
月
23
日
の
午
後
に
日

高
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
自
治
会

健
康
推
進
部
主
催
の
味
噌
作
り

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
百
年
塾
市
民
教
授
の
蛭
田

三
男
さ
ん
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
の
関
係
で

例
年
よ
り
も
前
倒
し
し
て
の
実

施
で
し
た
。
39
名
の
参
加
者
は

皆
で
協
力
し
て
、
味
噌
作
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

美
味
し
い
味
噌
は

手
作
り
で

福
祉
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
日
高
学
区
市
民
自
治
会
社
会

福
祉
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
等

が
近
所
の
集
会
所
に
気
軽
に
集

え
る
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
通
称
、

お
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
、
日
高
学
区

の
高
齢
者
等
2
0
5
名

が
会
員
登
録
し
楽
し
く

活
動
し
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
12
月
21
日
に
は
、
交

流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
令

和
６
年
度
の
事
業
計
画

書
作
成
の
た
め
に
、
西

町
、
西
本
宿
、
東
本
宿
、

安
良
宿
西
、安
良
宿
東
、

松
ヶ
丘
、
静
原
、
小
木

津
浜
の
代
表
者
が
参
加

し
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

情
報
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
会
議
で
は
、
各
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動
の
様
子
、

会
員
数
減
少
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
担
い
手
不
足
、
昨

今
の
物
価
高
に
よ
る
活
動
費
増

額
の
要
望
な
ど
が
話
題
に
上
が

り
ま
し
た
。

　
特
に
「
高
齢
者
は
皆
で
一
緒

に
体
を
動
か
し
取
り
組
む
よ
う

な
活
動
が
楽
し
め
て
い
る
よ
う

だ
」
と
の
意
見
は
、
参
加
者
全

員
が
納
得
し
ま
し
た
。

　
日
高
学
区
の
各
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
は
、
脳
ト
レ
、
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
、
介
護
や
健
康

に
関
す
る
講
演
会
、
バ
ス
研
修

旅
行
、
運
動
会
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
を
実
施
し
、
各
々
が
工

夫
を
凝
ら
し
た
、
特
色
あ
る
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
各
サ
ロ
ン
の
代
表
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、
会
員

の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

令
和
６
年
度
の
活
動
計
画
を
立

て
て
い
く
そ
う
で
す
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
情
報
交
換
会
で

　
　
　
「
よ
り
楽
し
い
活
動
を
考
え
る
」　
　

　
日
高
学
区
市
民
自
治
会
主
催

の
研
修
旅
行
を
11
月
25
日
に
32

名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

本
行
事
は
コ
ロ
ナ
禍
で
4
年
ぶ

り
の
開
催
で
す
。

　
今
年
研
修
先
は
、
福
島
県
双

葉
町
の
「
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
伝
承
館
」
で
す
。

　
平
穏
な
暮
ら
し
を
一
変
さ
せ

た
地
震
と
津
波
、
原
発
事
故
、

複
合
災
害
の
始
ま
り
を
克
明
に

伝
え
て
い
ま
し
た
。
錯
綜
す
る

情
報
、
事
故
発
生
直
後
の
状
況
、

避
難
状
況
な
ど
、
ま
た
、
複
合

災
害
に
よ
る
県
民
の
想
い
を
発

信
し
て
い
る
こ
と
、
長
期
化
す

る
除
染
、
風
評
の
払
拭
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
課
題
の
多
い
こ
と
な

ど
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
研
修
後
は
、
参
加
者
相
互
の

親
睦
で
す
。
昼
食
の
あ
と
、
小

名
浜
で
の
水
族
館
見
学
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
み
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
と

福
島
原
発
事
故
に
学
ぶ

　
　
　
自
治
会
研
修
旅
行

　
陸
前
浜
街
道
の
常
磐
線
踏
切

を
小
木
津
浜
に
数
百
メ
ー
ト
ル

ば
か
り
進
む
と
、
右
手
に
こ
ん

も
り
と
し
た
森
が
見
え
る
の
が

澳
津
説
神
社
で
あ
る
。

　
境
内
は
木
々
に
覆
わ
れ
、
朱

色
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
神
聖
な

空
気
に
包
ま
れ
る
。

　
さ
ら
に
参
道
を
進
む
と
急
に

視
界
が
開
け
、
目
前
に
本
殿
と
、

祖
霊
社
が
姿
を
現
す
。

　
普
段
は
ひ
っ
そ
り
と
し
た
佇

ま
い
の
境
内
で
あ
る
が
、
正
月

に
は
、
新
年
を
祝
う
参
拝
客
、

そ
し
て
お
盆
に
は
祖
先
の
供
養

に
祭
標
を
も
ら
い
に
来
る
地
域

住
民
で
賑
わ
い
、
地
元
の
神
道

信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

　
日
高
郵
便
局
前
の
参
道
を
百

メ
ー
ト
ル
程
歩
く
と
、
樹
齢
３

０
０
年
以
上
と
思
わ
れ
る
ご
神

木
と
共
に
、
澳
津
説
神
社
が
鎮

座
す
る
。
こ
の
神
社
は
、
天
文

十
三
年
（
1
5
4
4
年
）
村
内
の

権
現
山
に
創
立
、
万
治
元
年
に

御
立
山
と
呼
ば
れ
た
今
の
地
に

移
っ
た
。
元
禄
七
年
（
一
六
九

四
）
藩
主
水
戸
光
圀
の
命
に
よ

り
、一
村
の
総
鎮
守
と
な
っ
た
。

　
澳
津
説
神
社
の
旧
称
が
稲
荷

大
明
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
も
「
正
一
位
稲
荷
大
明
神
」

の
号
札
が
か
か
げ
ら
れ
、
拝
殿

に
は
二
匹
の
白
狐
が
配
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
貴
重
な
大
絵
馬

や
、
三
十
六
歌
仙
と
思
わ
れ
る

古
い
絵
画
が
あ
る
。
九
六
七
坪

の
境
内
に
は
九
つ
の
境
内
社
が

あ
り
、
明
治
九
年
三
月
新
建
の

祖
霊
社
も
あ
る
。
祭
神
は
事
代

主
命
、
宇
賀
御
魂
命
。
例
祭
は

陽
暦
五
月
八
日
で
あ
る
。

　
（
注
　
現
在
は
五
月
五
日
）

　
日
高
学
区
市
民
自
治
会
社
会

福
祉
委
員
会
の
子
育
て
支
援
事

業
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

は
、
12
月
20
日
に
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ツ
リ
ー

が
装
飾
さ
れ
た
会
場
に
、
６
組

の
親
子
が
集
い
、
サ
ン
タ
さ
ん

か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
い
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ

で
遊
ん
だ
り
、
お
友
達
同
士
お

も
ち
ゃ
を
譲
り
合
っ
た
り
、
お

母
さ
ん
同
士
で
お
話
を
し
た
り
、

思
い
思
い
に
楽
し
い
時
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

　
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
実
施

　
*
*
*
*
*
*
*
*

「
東
連
津
川
風
土
記
」
よ
り


